
　前橋市は、雄大な赤城山の姿を仰ぎ見て、利根川や広瀬川の豊かな水流が市街地を潤す自然環境の
もと、独自の歴史と文化を育んできました。こうした自然と文化の重層的な魅力が、現代的な都市景観
と折り重なり、本市を特徴づける“県都としての風格”を形づくっています。
　第七次前橋市総合計画では、「新しい価値の創造都市・前橋」を将来都市像に掲げ、教育・人づくり、
結婚・出産・子育て、健康・福祉、産業振興、シティプロモーション、都市基盤を柱に、子育て支援な
ど市民の暮らしを支える施策を中心に各分野の取組を推進しています。
　こうした将来都市像の実現に向け、景観の分野でも、幅広い世代の市民の皆さまとともに未来志向
のまちづくりを進める視点が必要となっています。今回の景観計画の改定では、幅広い世代の声を聞
くことで「前橋らしさを感じられる景観特性」を確認し、本市の未来を見据えた景観形成の方針を示
しました。
　景観は、まちの印象を形づくる重要な要素であり、幅広い視点でまちを見つめると、これまで気づか
なかった地域の特色や新たな可能性が見えてきます。今後は、景観を単なる保存対象ではなく、都市の
将来像を描く礎と捉え、本市が培ってきた歴史と文化を、近年の創造的なまちづくりと融合させると
ともに、景観を活かした取組を進めることでまちの魅力を高めていきたいと考えています。
　また、景観形成は、行政のみで進められるものではなく、市民の皆さまや、地域に関わる多くの方々
と方向性を共有しながら、身近な風景を大切に守り、育てていくことが重要だと感じています。日々の
暮らしの中で景観を愛し、次の世代に残していこうとする皆さまの思いが原動力になります。引き続
き、前計画で掲げたテーマである「振り返りたくなる風景がある」を大切にしながら、美しい前橋の実
現に向け取り組んでまいります。今後とも、市民の皆さまのより一層のご支援とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びに、本計画の改定にあたり、多大なご協力を賜りました前橋市景観審議会の皆さまをはじめ、市
民アンケートや対話型説明会において貴重なご意見をお寄せいただいたすべての皆さまに、深く感謝
申し上げ、ごあいさつといたします。

美しい前橋を目指して

令和８年９月

前橋市長
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